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道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
で
は
、
１
月
か

ら
販
売
し
て
い
る
す
べ
て
の
米
・
野
菜
に

つ
い
て
放
射
性
物
質
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

野
菜
に
つ
い
て
は
、
道
の
駅
に
出
品
し

て
い
る
生
産
者
ご
と
、
品
目
ご
と
に
検
査

を
行
い
、
米
に
つ
い
て
は
、
出
荷
さ
れ
て

い
る
商
品
の
す
べ
て
に
つ
い
て
検
査
を
実

施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
安
全
が
確
認
さ
れ
た
後

に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
在
住
し
て
い
る
方
が
生

産
し
た
農
作
物
に
つ
い
て
も
、
放
射
性
物

質
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

測
定
に
は
農
作
物
が
10
㎏
（
米
に
つ
い
て

は
30
㎏
）以
上
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
検
査
日
時

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午

※
前
日
ま
で
に
左
記
ま
で
ご
予
約
く
だ
さ

　

い
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　
　
　
（
２
３
）８
６
４
１

　

市
農
政
課

　
　
　
（
２
３
）８
２
９
２

　

市
で
は
、
２
月
11
日
（
土
）市
役
所
本
庁

舎
前
に
お
い
て
大
田
原
市
消
防
団
の
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
交
付
式
を
行
い
、
新
た
に

４
台
を
更
新
、
配
備
し
ま
し
た
。

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
耐
用
年
数
の
経

過
と
と
も
に
老
朽
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
伴

う
更
新
で
、
第
10
分
団
第
１
部
お
よ
び
第

10
分
団
第
４
部
の
車
両
に
つ
い
て
は
、
山

間
地
区
を
考
慮
し
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
積

載
し
て
お
り
、
全
車
両
と
も
に
最
新
鋭
の

装
備
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
確
保
が
当
面
の
課
題
と
な

る
中
、
新
型
車
両
の
導
入
は
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
の
安
全
と
安
心
の
確
保
に
寄
与
し
、

団
員
意
識
の
更
な
る
高
揚
と
有
事
の
際
に

は
最
大
の
能
力
を
発
揮
す
る
も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

●
配
備
先（
管
轄
地
区
）

・
第
２
分
団
第
２
部

　
（
親
園
南
区
、
滝
沢
）

・
第
４
分
団
第
１
部

　
（
野
崎
、
野
崎
東
町
、
上
薄
葉
）

・
第
10
分
団
第
１
部

　
（
須
佐
木
上
、
雲
岩
寺
）

・
第
10
分
団
第
4
部

　
（
須
賀
川
中
、
須
賀
川
下
）

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　

総
務
課
総
務
消
防
係

　
　
　
（
２
２
）３
０
０
４

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
配
備

最新鋭の装備を備えた消防ポンプ
自動車

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
支
援
の
お
礼

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
で
実
施

し
て
い
る
放
射
性
物
質
検
査

　　　　　 

東
日
本
大
震
災
時
に
ご
支
援
を

賜
り
ま
し
た
皆
さ
ま
へ

　　
早
春
の
候
　
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
本
市
の
被
害
に
対
し
、
丁

重
な
る
お
見
舞
い
や
救
援
物
資
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
大
震
災
発
生
か
ら
早
１
年
が
経
過

し
、
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
市
内
で

は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
市
民
の

皆
さ
ま
は
以
前
の
平
穏
な
暮
ら
し
に

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
放
射
能
汚

染
対
策
や
避
難
勧
告
が
継
続
し
て
い

る
地
区
も
あ
り
、
災
害
対
策
の
た
め

引
き
続
き
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し

て
お
り
ま
す
。

　
市
庁
舎
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

庁
舎
整
備
等
検
討
委
員
会
の
答
申
を

受
け
、
地
域
防
災
拠
点
と
な
る
庁
舎

と
す
る
よ
う
検
討
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
４
月
に
仮
庁
舎
が
完
成
い
た
し

ま
す
の
で
、
少
し
で
も
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
不
便
が
解
消
で
き
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
多
く
の
方
々
か
ら
頂
戴
い
た
し
ま

し
た
心
温
ま
る
ご
厚
情
を
大
き
な
糧

と
し
、
今
後
と
も
全
職
員
を
挙
げ
て
、

復
旧
・
復
興
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　  

平
成
24
年
３
月
15
日

   

大
田
原
市
長
　
津
久
井  

富 

雄

　
市
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
な
ど

　
　
　
　
　
（
平
成
24
年
２
月
末
）

　
　
２
０
，
３
２
８
，
５
０
８
円
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シ
リ
ー
ズ
で
教
育
委
員
会
の
事
務
事
業

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
で
す
。

　

文
化
財
と
は
「
我
が
国
の
永
い
歴
史
の

中
で
生
ま
れ
、
育
ま
れ
、
今
日
ま
で
守
り

伝
え
ら
れ
て
き
た
貴
重
な
財
産
」で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
伝
え
ら
れ
た
建
築
物
・

仏
像
・
絵
画
・
古
文
書
・
民
俗
芸
能
・
樹
木
・

生
物
・
遺
跡
・
城
跡
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
生
活
の
な
か
で
、歴
史
、伝
統
、

文
化
な
ど
の
理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
将
来

の
文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎
を
な
す
も
の

で
す
。

　

文
化
財
は
一
度
壊
さ
れ
て
し
ま
う
と
再

生
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
万
人
に
価
値
を
認
め
ら
れ
る
も

の
を
指
定
し
て
保
護
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
に
は
国
、
県
、
市
で
の
指
定
文
化
財
が

全
部
で
２
０
２
件
あ
り
ま
す
。文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
後
も
所
有
者
が
管
理
し
て
い

く
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
修

理
な
ど
で
現
状
を
変
更
す
る
場
合
は
許
可

の
手
続
き
を
経
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
修
理
な
ど
の
負
担
が
重
い
場
合

に
は
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
文

化
財
が
市
民
の
財
産
で
あ
る
と
い
う
こ
と

か
ら
な
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

遺
跡
や
土
器
な
ど
の
埋
蔵
文
化
財
が
含

ま
れ
る
土
地
に
掘
削
が
及
ぶ
場
合
な
ど
は

届
出
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
あ
ら
か

じ
め
発
掘
や
工
事
の
立
ち
会
い
な
ど
を
し

て
記
録
す
る
な
ど
の
措
置
を
と
っ
て
い
ま

す
。

　

文
化
財
は
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
も

ち
ろ
ん
、
地
域
に
あ
る
文
化
財
は
そ
の
地

域
唯
一
の
も
の
で
す
。
大
切
な
文
化
財
を

次
代
に
伝
え
る
た
め
に
、
一
人
一
人
が
守

り
伝
え
て
い
く
こ
と
が
文
化
財
保
護
の
基

本
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

　

大
田
原
市
立
小
中
学
校
再
編
整
備
検
討

委
員
会
の
第
１
回
委
員
会
が
１
月
30
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
教

育
長
か
ら
の
諮
問
を
受
け
て
、
市
内
に
あ

る
32
校
の
小
中
学
校
の
適
正
な
環
境
を
考

え
、
通
学
区
域
の
変
更
や
学
校
の
統
廃
合

に
よ
っ
て
再
編
整
備
を
検
討
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
24
名
の
委
員
で
組
織
さ
れ
、

13
名
が
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
中
学
校
の

保
護
者
で
、
そ
の
う
ち
７
名
が
女
性
委
員

で
す
。
ま
た
、
地
区
を
代
表
す
る
委
員
と

し
て
３
名
の
自
治
会
長
、
大
田
原
市
私
立

幼
稚
園
連
合
会
長
、
小
中
学
校
長
２
名
、

元
校
長
３
名
、
公
募
市
民
２
名
の
皆
さ
ん

に
よ
る
構
成
で
す
。

　

第
１
回
は
、
答
申
に
向
け
て
の
基
本
と

な
る
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
、

現
時
点
で
次
の
よ
う
な
事
項
を
答
申
の
骨

子
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

１　

大
規
模
校
お
よ
び
複
式
学
級
の
あ
る

　

学
校
の
再
編
を
優
先
し
て
取
り
組
む
。

２　

統
廃
合
後
の
効
果
を
検
証
す
る
。

３　

通
学
区
域
の
変
更
や
統
廃
合
を
し

　

た
場
合
の
理
解
が
得
ら
れ
る
適
正
な

　

規
模
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

４　

学
童
保
育
や
障
が
い
児
教
育
に
つ

　

い
て
も
検
討
の
対
象
と
す
る
。

５　

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え

　

た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
活
用
方
法
を
考

　

え
る
。

６　

廃
校
後
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
提

　

言
す
る
。

７　

西
原
小
学
校
の
区
分
け
の
仕
方
と

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
す
る
。

８　

児
童
生
徒
間
の
事
前
の
交
流
な
ど

　

へ
の
提
言
も
行
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
１

　

市
で
は
、
子
育
て
環
境
の
向
上
、
高
齢

化
社
会
に
向
け
た
住
環
境
整
備
、
市
へ
の

定
住
を
図
る
た
め
、
親
、
子
、
孫
が
一
緒

に
住
む
家
を
建
て
て
、
一
緒
に
住
ん
だ
場

合
に
建
築
費
な
ど
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
建
物
の
要
件

・
市
内
に
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
に
完

　

成
取
得
し
た
も
の

・
１
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
り
、
居

　

室
が
４
部
屋
以
上
あ
る
も
の

●
申
請
者
な
ど
の
要
件

・
三
世
代
住
宅
に
住
む
所
有
者
（
ま
た
は

　

共
有
者
の
ひ
と
り
）

・
申
請
者
を
含
め
三
世
代
と
な
る
親
子
孫

　

が
同
居
し
て
い
る
こ
と
（
敷
地
内
に
子
、

　

孫
用
な
ど
の
別
棟
を
建
て
た
場
合
は
補

　

助
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
）

●
補
助
金
の
額　

２
０
０
，
０
０
０
円

※

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

建
築
住
宅
課
住
宅
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
２
４

　

市
は
、
昭
和
61
年
10
月
１
日
付
け
で
「
非

核
平
和
都
市
宣
言
」を
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
23
年
12
月
１
日
付
け
で
「
平
和
市
長

会
議
」に
加
盟
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
核
兵
器
の
な
い
安
全
・
安

心
で
平
和
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

行
政
経
営
課
行
政
経
営
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
６
６

「平和市長会議」加盟認定証

小
中
学
校
の
再
編
整
備
に
向
け

て
の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た

「
平
和
市
長
会
議
」に
加
盟

三
世
代
用
住
宅
を
建
て
た
方
に

建
築
費
な
ど
の
一
部
を
補
助

教
育
委
員
会
だ
よ
り 

⑦

教
育
委
員
会
だ
よ
り 

⑦

文
化
財
の
保
護

文
化
財
の
保
護

文
化
財
の
保
護

埋
蔵
文
化
財

文
化
財
は
市
民
の
財
産

文
化
財
と
は
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市
営
中
田
原
霊
園
使
用
者

募
集
の
お
知
ら
せ

電
話
加
入
権
を
公
売

「
協
会
け
ん
ぽ
」の
保
険
料
率
が

変
わ
り
ま
す

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
な
た
の
お
手
紙
を
募
集
し
ま
す

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

県
内
向
け
テ
レ
ビ
放
送
開
始

土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
の
漏
水
、

水
道
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

「
大
田
原
管
工
事
工
業
協
同
組
合
」へ

●
大
田
原
地
区

　
　

０
９
０
‐
７
２
３
４
‐
４
４
６
２

●
湯
津
上
地
区
・
黒
羽
地
区

　
　

０
９
０
‐
２
１
５
７
‐
１
５
１
３

　

市
で
は
、
遺
骨
が
あ
る
が
、
埋
葬
す
る

墓
地
が
な
い
方
を
対
象
と
し
た
使
用
者
の

随
時
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
で
き
る
方

　

申
請
時
に
本
市
に
原
則
と
し
て
引
き
続

　

き
１
年
以
上
住
所
を
有
す
る
方
で
次
の

　

要
件
を
満
た
す
方
。

①
遺
骨
が
あ
る
が
、
埋
葬
す
る
墓
地
が
な

　

い
方

②
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※

応
募
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左

　

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
０
６

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局
で
は
、
４
月
１

日
か
ら
県
内
向
け
県
域
テ
レ
ビ
放
送
を
開

始
し
ま
す
。

●
定
時
で
行
う
主
な
放
送(

平
日
・
総
合

　
テ
レ
ビ)

・
正
午
前
の
３
分
間(

月
〜
木
曜
日) 　

　

気
象
情
報
、
お
知
ら
せ

・
【と
き
め
き
と
ち
ぎ
】

　
（
金
曜
日　

午
前
11
時
30
分
か
ら
正
午

　

ま
で
の
約
30
分)

　

生
活
、
ス
ポ
ー
ツ
、
イ
ベ
ン
ト
、
気
象

　

情
報
な
ど

・
【と
ち
ぎ
６
４
０
】(

午
後
６
時
40
分
か

　

ら
７
時
ま
で
の
約
20
分)

　

ニ
ュ
ー
ス
、
気
象
情
報
な
ど

●
不
定
期
で
行
う
こ
と
の
あ
る
放
送

・
災
害
、
選
挙
、
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
大

　

会
、
夏
の
高
校
野
球
県
大
会
決
勝
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局(

代
表)

　
　
　

０
２
８(

６
３
４)

９
１
５
５

　

(

受
付
時
間　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時)

　

番
組
内
で
紹
介
す
る
、
皆
さ
ん
が
出
会

っ
た
風
景
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
ま
す
。

●
番
組
名
・
放
送
時
間

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ　

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

　

｢に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
２
０
１
２
｣

　

放
送
予
定

　

４
月
２
日(

月)

〜
７
月
29
日(
日)

　

月
〜
金
曜
日　

午
前
７
時
45
分
〜
８
時

　

土
・
日
曜
日　

午
前
11
時
〜
11
時
59
分

●
番
組
内
容

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
お
手
紙
を
も

　

と
に
、
旅
人
火
野
正
平
さ
ん
が
千
葉
を

　

ス
タ
ー
ト
し
て
太
平
洋
側
を
北
上
、
北

　

海
道
を
目
指
し
ま
す
。
あ
な
た
の
ま
ち

　

に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。

●
応
募
内
容

　

次
の
内
容
を
明
記
の
上
、
ご
応
募
く
だ

　

さ
い
。

　

①
住
所　

②
氏
名　

③
電
話
番
号

　

④
性
別　

⑤
年
齢　

⑥
思
い
出
の
場
所

　

⑦
場
所
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

※

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
地
域

　

は
、
日
本
国
内
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

　

す
。(

写
真
も
大
歓
迎)

●
応
募
方
法

①
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

http://w
w
w
.nhk.or.jp/

　
　
　

kokorotabi/

②
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
　

０
３(

３
４
６
５)

１
３
２
７

③
お
便
り

　

〒
１
５
０‐

８
０
０
１

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
｢こ
こ
ろ
旅
｣係

●
応
募
締
切　

３
月
23
日(

金)

必
着

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
観
光
交
流
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
０
９

　

県
税
滞
納
の
た
め
差
し
押
さ
え
た
電
話

加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

●
日
　
時

　

３
月
22
日(

木) 　

午
前
10
時

●
場
　
所

　

栃
木
県
那
須
庁
舎
第
２
会
議
室

　
(

大
田
原
市
中
央
１‐

９‐

９)
●
持
参
す
る
も
の

　

現
金
、
印
鑑
、
身
分
証
、
委
任
状(

代

　

理
の
場
合)

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
県
税
事
務
所
収
税
課

　
　
　

(

２
３)

４
１
７
１

　

中
小
企
業
な
ど
で
働
く
方
や
、
そ
の
ご

家
族
の
方
が
加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険

｢協
会
け
ん
ぽ
｣の
健
康
保
険
料
率
お
よ
び

介
護
保
険
料
率
が
、
平
成
24
年
４
月
納
付

分
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

※

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

全
国
健
康
保
険
協
会
栃
木
支
部

　

(

協
会
け
ん
ぽ)

　
　
　

０
２
８(

６
１
６)

１
６
９
１

　
　
　

http://w
w
w
.kyoukaikenpo.

　
　
　

or.jp/

　

　●保険料率の変更点

　　　　　　　　　(現行)　　(変更後)
・健康保険料率　９．４７％→９．９５％

・介護保険料率　１．５１％→１．５５％
　(介護保険は40歳から64歳までの方)
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お知らせ

　

本
市
に
お
け
る
平
成
23
年
１
月
５
日
か

ら
12
月
28
日
ま
で
の
選
挙
人
名
簿
の
閲
覧

状
況
に
つ
い
て
、
公
職
選
挙
法
第
28
条
の

４
第
７
項
お
よ
び
公
職
選
挙
法
施
行
規
則

第
３
条
の
４
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
公
表
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
選
挙
係

　
　
　
（
９
８
）３
７
６
７

　
（
社
）栃
木
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
県

北
支
部
で
は
、
不
動
産
取
引
に
関
す
る
無

料
相
談
所
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
期
　
日

　

４
月
23
日（
月
）

　

５
月
23
日（
水
）

　

６
月
22
日（
金
）

　

７
月
23
日（
月
）

　

８
月
23
日（
木
）

　

９
月
21
日（
金
）

　

10
月
23
日（
火
）

　

11
月
22
日（
木
）

　

12
月
21
日（
金
）

　

平
成
25
年
１
月
23
日（
水
）

　

２
月
22
日（
金
）

　

３
月
22
日（
金
）

●
時
　
間

　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

●
場
　
所

　

栃
木
県
不
動
産
会
館
県
北
支
部

　

那
須
塩
原
市
上
厚
崎
４
６
２
‐
５

　
（
黒
磯
文
化
会
館
前
）

■
問
い
合
わ
せ

　
（
社
）栃
木
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　

県
北
支
部

　
　
　

０
２
８
７（
６
２
）６
６
７
７

　
　
　

０
２
８
７（
６
２
）７
７
６
６

【 選挙人名簿の閲覧状況 】

平成 23 年
９月 20 日

平成 23 年
12 月 20 日

第24投票区
　12件

第16投票区
　８件

世論調査のた
めの調査対象
者抽出のため

世論調査のた
めの調査対象
者抽出のため

東京都
港区東新橋
１-７-１

栃木県
宇都宮市本町
10-10

共同通信社
社長　石川　聰

朝日新聞社
宇都宮支局
総局長　和泉　聡

１

２

番
号

法人の場合は、
主たる事務所
の所在地

閲覧に係る選
挙人の範囲

利用目的の
概要

閲覧申出者の氏名
（法人の場合は、その
  名称、代表者または
  管理人の氏名）

閲覧年月日

とちぎテレビを利用した｢データ放送｣をご利用くださいとちぎテレビを利用した｢データ放送｣をご利用くださいとちぎテレビを利用した｢データ放送｣をご利用くださいとちぎテレビを利用した｢データ放送｣をご利用ください

図２

図３

●操作手順
※ご使用のリモコンによっては、多少操作が異なる場合が
　あります。

■問い合わせ
　秘書課広報広聴係  　(２３)８７００

①チャンネルを｢とちぎテレビ｣に合わせます。

②リモコンの【d】ボタンを押してください。

③右の図１のように｢データ放送｣の画面になります。

④リモコンの矢印ボタン【▲▼】で見たい項目に枠を
　移動させ、【決定】ボタンを押します。

⑤図２のように画面が変わり、掲載されている項目
　の一覧が表示されます。

⑥一覧の中から読みたい記事を矢印ボタン【▲▼】で
　選び【決定】ボタンを押します。

⑦図３のように記事の詳細が表示されます。

⑧【決定】か【戻る】ボタンを押すと、前の画面に戻り
　ます。

テレビ映像を全画面表示に戻すには、もう一度【d】
ボタンを押してください。

図１

【d】ボタン
【▲▼】ボタン
【決定】ボタン

選
挙
人
名
簿
の
閲
覧
状
況

不
動
産
取
引
に
関
す
る
無
料

相
談
所
を
開
設



平成24年３月15日号 6

お知らせ

子
育
て
支
援
券（
子
育
て
チ
ケ

ッ
ト
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

卒
業
・
入
学
な
ど
の
季
節
を
迎
え
、
ぜ
ひ

贈
り
物
や
内
祝
な
ど
に
子
育
て
支
援
券
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
子
育
て
支
援
券
ギ
フ
ト
包
装
の
サ
ー
ビ
ス

　

贈
っ
て
喜
ば
れ
、贈
ら
れ
て
う
れ
し
い
ギ
フ

　

ト
包
装
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

  【
市
の
機
関
】

　

商
工
観
光
課
、
下
水
道
課
、
大
田
原
図
書

　

館
、
湯
津
上
支
所
、
黒
羽
支
所
、
両
郷
出

　

張
所
、須
賀
川
出
張
所

  【
市
の
施
設
と
関
係
団
体
】

　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ

　

い
の
丘
、
道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
、
大
田

　

原
商
工
会
議
所
、
湯
津
上
商
工
会
、
黒
羽

　

商
工
会

  【
取
り
次
ぎ
販
売
】

　

市
立
保
育
園
・
各
地
区
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
業
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

子育て支援券ギフト包装

●
４
月
の
相
談
の
窓
口

行政相談委員が国の行政全般についての相談や意
見・要望を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　４月 23 日（月）　午前 10 時～午後３時
　場所　大田原市福祉センター 
　　　　　　（２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　４月４日（水）　午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター
　　　　　　（９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　４月 17 日（火）　午前９時 30 分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館（黒羽庁舎２階）
　　　　　　（５４)０１８４

■問い合わせ
　秘書課広報広聴係
　　　（２３)８７００

総合行政相談

弁護士が無料で相談に応じます。予約が必要です
ので、総務課まで電話でご予約ください。

　日時　４月25日（水）午後１時30分～４時
　場所　大田原市福祉センター
　申込　４月18日（水)～24日（火）午前８時30分
　　　　～午後５時15分（土・日除く）

市民無料法律相談
■予約・問い合わせ
　総務課
　　　（２３)１１１１

遺言の公正証書、土地建物・金銭の貸借、離婚給
付、会社設立定款などについて、公証人が無料で
相談に応じます。予約が必要ですので、公証役場
まで電話でご予約ください。
　日時　４月25日（水）午前10時～正午
　場所　大田原市福祉センター
　申込　土・日・祝日除く午前９時～午後５時

■予約・問い合わせ
　大田原公証役場
　　　（２３)０６６６

公正証書(法律)
無料相談

相談日は、祝日などにより原則と異なっている場
合がありますので、ご確認のうえご相談ください。

交通事故における損害賠償や示談交渉などについ
ての相談を専門の相談員が受け付けます。
　日時　毎週水・金曜日（３月 21 日（水）を除く）
　　　　午前９時～午後４時
　場所　栃木県庁那須庁舎内那須県民相談室

栃木県
交通事故相談

■問い合わせ
　交通事故相談用電話
　　　（２３)１５５６

人権擁護委員が名誉・信用の侵害、差別・いじめに
関する相談を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　４月 16 日（月）午前９時 30 分～正午
　場所　大田原市福祉センター　相談室
　　　　　　（２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　４月４日（水）午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター　研修室
　　　　　　（９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　４月 17 日（火）午前９時 30 分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館　第２会議室
　　　　　　（５４)０１８４

■問い合わせ
　総務課
　　　（２３)１１１１

人  権  相  談

自殺予防いのちの電話フリーダイヤル

自殺予防相談（死にたい、死のうと思っている。
生きている意味など。また、周辺にこのような人
がいる時など。）
　日時　毎月10日  午前８時
　　　　　　　～11日  午前８時の24時間
　相談番号（フリーダイヤル）※通話料金無料
　　　　　　０１２０（７３８）５５６
■栃木いのちの電話相談（通常）※24時間365日
　　　　　    ０２８（６４３）７８３０
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お知らせ

　

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
必
要
な

知
識
と
具
体
的
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

●
日
程
お
よ
び
会
場

①
県
央
会
場

・
期
間　

５
月
13
日(

日)

〜
12
月
９
日(
日) 

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
会
場

　

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ほ
か

②
県
南
会
場

・
期
間　

５
月
20
日(

日)

〜
12
月
16
日(

日)

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
会
場

　

栃
木
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

●
対
象
者

　

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
の
方
で
、

　

地
域
で
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す

　

る
方
ま
た
は
従
事
し
よ
う
と
す
る
方
で

　

あ
っ
て
、
全
課
程
修
了
で
き
る
方

●
研
修
内
容

　
１
３
０
時
間(

講
義
58
時
間
、
実
技
講

　

習
42
時
間
、
実
習
30
時
間)

●
受
講
料

　

無
料(

た
だ
し
、
教
材
費
な
ど
８
０
０

　

０
円
程
度
は
自
己
負
担)

●
募
集
期
間

　

３
月
４
日(

日)

〜
４
月
６
日(

金)

●
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
パ

　

ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

１
階
事
務
局(

宇
都
宮
市
野
沢
町
４‐

１)

　

へ
直
接
申
し
込
み
。

■
問
い
合
わ
せ

　
（
財
）栃
木
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　
　
　

０
２
８(

６
６
５)

７
８
０
１

　
　
　

０
２
８(

６
６
５)

７
８
０
２

　

聞
こ
え
な
い
人
、
聞
こ
え
に
く
い
人
が
、

社
会
へ
一
歩
踏
み
出
す
た
め
に
手
話
を
学

ぶ
学
習
会
で
す
。

　

仲
間
同
士
ま
た
は
そ
れ
を
支
え
る
聞
こ

え
る
人
と
一
緒
に
、
生
活
に
密
着
し
た
手

話
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

●
期
　
間

　

４
月
６
日(

金)

〜
８
月
31
日(

金)
　

毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日　

全
10
回

※

８
月
の
み
第
５
金
曜
日
も
実
施

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
　
所　

大
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者

　

聞
こ
え
な
い
人
、
そ
れ
を
支
え
る
聞
こ

　

え
る
人

●
会
　
費　

１
３
０
０
円(

教
材
費)

●
定
　
員　

10
名

●
締
め
切
り　

３
月
31
日(

土)

●
主
　
催

　

中
途
失
聴
・
難
聴
者
の
会
｢と
ち
の
葉
｣

※

手
話
通
訳
者
を
目
指
す
学
習
会
で
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

中
途
失
聴
・
難
聴
者
の
会
｢と
ち
の
葉
｣

　

手
話
学
習
会
担
当　

千
代
間

　
　
　
　

(

２
３)

７
３
７
２

■問い合わせ
　こども課母子健康係
　　　（２３）８６３４

保健センターの教室・相談保健センターの教室・相談保健センターの教室・相談

乳幼児健康相談

管理栄養士・保健師・看護師が子育てについての相談を受けます。

日　時 場　所

４月４日(水)
9:30～11:30

内　　容

大田原
保健センター ・身長と体重測定

・育児相談

持ち物

母子健康手帳
４月６日(金)
10:00～11:30

黒羽
保健センター

■問い合わせ　健康政策課成人健康係　　　（２３）７６０１

●受付時間　午前７時30分～10時（★印は午前８時から）
◆平成25年３月31
日時点の年齢です｡
◆４月以降の日程
でも受診できます。
◆11月にも女性の
みの健診日があり
ます。
◆当日の健診スタ
ッフには男性もお
ります｡
◆申し込んだ日程
を変更する方やま
だ申し込みをして
いない方は、健康
政策課成人健康係
までご連絡くださ
い。変更のご連絡
がない場合、ご希
望の日に受診でき
ないことがありま
す。

集団健診４月の日程（女性のみ）集団健診４月の日程（女性のみ）集団健診４月の日程（女性のみ）
　４月の健康診査は女性のみの受診のため男性は受診できません。

大田原東地区
公民館

湯津上農村環境
改善センター

大田原東地区
公民館

黒羽
保健センター

４月14日(土)

４月15日(日)

４月20日(金)

４月21日(土)

４月22日(日)

４月23日(月)

４月24日(火)

４月25日(水)

４月26日(木)

39歳以下の女性
(対象地区指定なし)

湯津上地域在住の女性

40歳以上で城山、新富町、
元町、富士見、若草、
若松町、中央、山の手に
在住の女性

40歳以上で美原、浅香、
加治屋、住吉町、末広、
紫塚、本町に在住の女性

大田原地域在住の女性

黒羽地域在住の女性

日にち 会　場 対象地区

母
子
家
庭
の
母
・
寡
婦
の
た
め

の
訪
問
介
護
員
養
成
研
修

（
２
級
課
程
）参
加
者
募
集

難
聴
者
の
た
め
の
手
話
学
習
会

（
初
め
て
コ
ー
ス
）参
加
者
募
集

★

★
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●第11回健康おおたわら塾(最終回)●●第11回健康おおたわら塾(最終回)●
「春眠暁を覚えず  快適な睡眠していますか？」「春眠暁を覚えず  快適な睡眠していますか？」

■相談・問い合わせ
　健康政策課成人健康係
　　 （２３）７６０１

　睡眠問題は万病のもとです。健康日本21では、さまざまな精神疾患と身体疾患の予防の観点から健
やかな睡眠と休養を確保することを推奨しています。
　健康おおたわら21では睡眠により休養がとれている人の増加を、｢休養・こころの健康｣に設定しま
した。質の高い睡眠は心と体をいきいきリフレッシュします。

　健やかな睡眠があってこそ十分な休養をとることができます。私たちの眠りは大
丈夫でしょうか？現代生活はシフトワークや長時間通勤、受験勉強、インターネッ
トやゲームなど夜型生活による睡眠不足や睡眠障害の危険で一杯です。睡眠不足に
よる事故、慢性不眠によるうつ病や生活習慣病の悪化など、睡眠問題をおろそかに
すると日中の心身の状態にも支障をきたします。特に生活習慣病と睡眠の関係をお
伝えします。

　日本人は世界で最も睡眠時間が短いと言われています。慢性的な睡眠不足・・・日中の眠気、意欲
低下、記憶力減退などの精神機能の低下と体内のホルモン分泌や自律神経機能にも大きな影響を及ぼ
します。
　寝不足(４時間睡眠)をたった２日間続けただけでも食欲を抑えるホルモンであるレプチンの分泌が
減少し、逆に食欲を高めるホルモンであるグレリンの分泌は高まるため食欲が増大します。わずかの
睡眠不足でも食行動に影響します。慢性的な寝不足者は糖尿病や心筋梗塞、狭心症などにかかりやす
いことが明らかになっています。

　質の悪い睡眠は、生活習慣病への危険度を高め、症状を悪化させることが分かっています。
●睡眠と生活習慣との深い関係

●睡眠習慣と生活習慣病

●睡眠障害と生活習慣病

　睡眠時無呼吸症候群は眠り出すと呼吸が止まってしまう病気です。呼吸が止まると、血液中の酸
素濃度が低下するため、目が覚め、再び呼吸し始めますが、眠り出すとまた止まってしまいます。
これを一晩中繰り返すため、深い睡眠がまったくとれなくなり、日中に強い眠気が出現します。酸
素濃度が下がるため、これを補うために心臓の働きが強まり、高血圧となります。酸素濃度の低下
により、動脈硬化も進み、心筋梗塞や脳梗塞を起こしやすくなります。さらに、睡眠不足によるス
トレスにより、血糖値やコレステロール値が高くなり、さまざまな生活習慣病やメタボリック・シ
ンドロームをひきおこします。
　１時間あたり10秒以上の呼吸停止が20回以上出現するような睡眠時無呼吸症候群を放置すると、
心筋梗塞、脳梗塞、生活習慣病、眠気による事故などにより、死亡率が非常に高くなるため、すぐ
に治療が必要です。
　ひどいイビキ、睡眠中の呼吸停止がある場合には速やかに専門の医療機関で検査・治療を受ける
ことが大切です。

◆睡眠時無呼吸症候群
 （眠り出すと呼吸が止まってしまうため、過眠や高血圧などを引き起こす病気）

睡眠問題
睡眠習慣  ・・・睡眠不足、シフトワークによる体内時計の問題

睡眠障害  ・・・睡眠時無呼吸と不眠

睡眠により休養がとれている人の割合(大田原市健康実態調査より)

平成18年度　７９.２％　　　　　　　　平成23年度　９４.５％
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【睡眠障害と生活習慣病との関係】
快適な睡眠のための７箇条

１　快適な睡眠でいきいき健康生活

２　睡眠は人それぞれ、昼間の元気はつらつが快

　　適な睡眠のバロメーター

３　快適な睡眠は自らが創り出す

４　眠る前に自分なりのリラックス法、眠ろうと

　　する意気込みが頭をさえさせる

５　目が覚めたら日光を取り入れて、体内時計の

　　スイッチオン

６　午後の眠気をやりすごす

７　睡眠障害は、専門家に相談

（厚生労働省健康づくりの睡眠の指針より）

　子どもの生活時間の夜型化や睡眠時間の減少は、成長の遅れ、注意や集中力の低下、眠気、易
疲労感などをもたらします。睡眠を妨げる肥満による睡眠時無呼吸症候群は、子どもにも増えて
います。生活リズムを整えることは健康に大きな影響があるのです。

◆睡眠不足や睡眠障害、子どもへの大きな影響

私たちは人生の3分の1を眠って過ごします。最も身近な生活習慣である睡眠を大切に
しましょう。

(独)国立精神・神経医療研究センター　精神保健研究所【習慣と睡眠】

就寝前の食事、コーヒーや
緑茶、寝酒、喫煙は禁物

夜の明るい光は禁物
暖色系の蛍光灯を

入浴は就寝前２～３時間前
が理想的

夕方が理想ですが、ライフ
スタイルに合わせた運動習慣を

短時間の昼寝が効果的

朝食で脳のエネルギー補給

規則正しい時間に起きて
朝の光で体内時計をリセット

毎日規則正しい
時間に入床

日中の活動と自然光で
昼夜のメリハリを
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お知らせ

　休日等急患診療所は、市民の健康
を守るために、那須郡市医師会の開
業医などが交代で、休日等の夜間の
初期救急患者の診療を行っています。
　比較的軽い症状のときは、まず休
日等急患診療所をご利用ください。
　診察をしたうえで詳しい検査や入
院が必要な場合は、速やかに救急指
定病院などと連携して適切な診療を
行います。

　健康政策課健康政策係
　　　 (２３)８７０４
　平日  午前８時30分 ～午後５時15分

名  　称 大田原市
休日等急患診療所

黒磯那須地区
休日等急患診療所

診 療 日
日曜日、火曜日、水曜日
休日
お盆(8／14～8／16)
年末年始(12／29～1／3)

日曜日、月曜日、木曜日
金曜日、土曜日
休日
年末年始(12／29～1／3)

診療時間 ６時30分～ ９時30分 ７時～10時

所 在 地 大田原市若草1-832
(大田原保健センター隣接)

電話番号 ０２８７(２３)６５００

那須塩原市黒磯幸町8-10
(黒磯保健センター内)

０２８７(６３)１１００

午後 午後 午後 午後

案 内 図
大田原小学校

消防署

大田原警察署

室井病院

白河信金

福祉センター

ボウリング場

大田原
女子高校
大田原
女子高校

大田原小学校
消防署

大田原
赤十字病院
大田原
赤十字病院

大田原警察署

大田原
市役所
大田原
市役所

室井病院
大田原
郵便局
大田原
郵便局

白河信金

福祉センター

ボウリング場
黒　

磯　
駅

大島内科小児科医院

黒磯
小学校

滝田メディカル
クリニック

黒磯中央町
郵便局

大島内科小児科医院

黒磯
小学校

滝田メディカル
クリニック

黒磯中央町
郵便局

黒磯那須地区
休日等急患診療所

福島整形外科病院福島整形外科病院

大田原市
休日等急患診療所

●大田原市休日等急患診療所診療日
●黒磯那須地区休日等急患診療所診療日
■２診療所同時診療日

４月 の 診 療 日

夜間等診療当番病院夜間等診療当番病院
病院群輪番制病院

(一般)
小児二次救急当番病院

(小児)
大田原赤十字病院

菅間記念病院

那須中央病院

菅間記念病院

那須中央病院

菅間記念病院

国際医療福祉大学病院

大田原赤十字病院

国際医療福祉大学病院

大田原赤十字病院

国際医療福祉大学病院

菅間記念病院

国際医療福祉大学病院

国際医療福祉大学病院

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

【診療時間】　午後５時30分～翌朝午前８時30分　
大田原赤十字病院 住吉町2-7-3
那須中央病院 下石上1453　
菅間記念病院 那須塩原市大黒町2-5　
国際医療福祉大学病院 那須塩原市井口537-3

曜
日

曜
日

◎比較的軽い症状の方は、平日の診療時間内に受
　診するか、休日当番医、休日等急患診療所をご
　利用ください。
◎事前に当番病院に電話をしてから受診してくだ
　さい。

0287(23)1122

0287(29)2121

0287(62)0733 　

0287(37)2221

休日の午前９時～午後５時
にかかりたいとき

夜間に比較的軽い症状で
かかりたいとき

夜間・早朝に比較的重い
症状でかかりたいとき

事前に当番医療機関に電話を
してから受診してください。
また、やむを得ず変更になる
場合があります。

【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時
【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時

休日等急患診療所休日等急患診療所休日等急患診療所大田原市
黒磯那須地区
大田原市
黒磯那須地区
大田原市
黒磯那須地区

４月の休日当番医４月の休日当番医

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

急な病気やけがで心配なとき、家庭での対処方法などを
経験豊富な看護師がアドバイスします。

●相談時間　毎日  24時間
●電話番号　０７０－６５７１－８５３７

●大田原赤十字病院電話相談●●大田原赤十字病院電話相談●
●相談時間　毎日  午後７時～午後11時
●電話番号　０２８－６００－００９９
　　　　　　局番なし ♯８０００

※携帯電話・プッシュ回線の方　

●とちぎ子ども救急電話相談●●とちぎ子ども救急電話相談●●とちぎ子ども救急電話相談●
電話相談電話相談

■休日当番医・休日等急患診療所・夜
　間等診療当番病院に関する問い合わせ

日
１
８
15
22
29

月
２
９
16
23
30

火
３
10
17
24

水
４
11
18
25

木
５
12
19
26

土
７
14
21
28

金
６
13
20
27

電 話 番 号所　在　地当　番　医日（曜日）
藤田医院
益子医院
益子クリニック
増山医院（小滝）
増山医院（佐良土）
増山胃腸科クリニック

野崎2-7-14
大久保266
黒羽田町827
小滝1107-6
佐良土861
加治屋83-413

(２９)００１０
(５９)０８３５
(５４)２７２７
(２２)２３３６
(９８)２００８
(２３)６３２１

　１日(日)
８日(日)
15日(日)
22日(日)
29日(日)
30日(月)
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＜３月15日(木)～４月15日(日)＞

子育て支援情報

子育てサロン
★開設時間  9:00～12:00

つどいの広場
★開設時間  9:00～14:00

子育て支援センター
★開設時間

【お願い】施設の利用にあたっては、ケガや事故防止のため、お子さんから目を離さないよ
うお願いします。

木曜日　★休館日 ４/５　

火･木･金･第２土曜日　
★休館日 ３/20・29・30・４/３

火曜日　★休館日 ３/20　子育てサロン かねだ
(金田北地区公民館)
子育てサロン のざき
(うすばアットホーム)

月･水･金・第４土曜日

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

赤ちゃんから就園前までのお子さんと保護者の交流
の場です。

就園前のお子さんと保護者が交流を図りながら育児
相談などを行うための場です。

親子交流の場の提供や子育ての悩みに関する相談・適
切なアドバイスを行います。
※電話相談も受け付けております。

月・水曜日　子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園)

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館)

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)
くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園)

 毎週
 月～金曜日
★休館日(全館)
　３/20
    ４/２午前のみ

（２３）８７２８

（２２）５５７７

（９８）３８８１

（５９）１０７７

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

9:00~12:00
13:00~16:00

■問い合わせ　
こども課子育て支援係
　　（２３ ）８９３２

　

市
で
は
、
市
内
公
立
保
育
園
で
臨
時
保

育
士
と
し
て
勤
務
で
き
る
方
の
登
録
受
付

を
行
い
ま
す
。

　

勤
務
先
、
勤
務
開
始
年
月
に
つ
い
て
は
、

入
所
児
童
数
の
状
況
に
応
じ
て
、
登
録
さ

れ
た
方
と
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
勤
務
場
所

　

市
内
公
立
保
育
園(

し
ん
と
み
保
育
園
、

　

の
ざ
き
保
育
園
、
ゆ
づ
か
み
保
育
園
、

　

く
ろ
ば
ね
保
育
園
、
す
さ
ぎ
保
育
園)

●
勤
務
内
容

○
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分(

７

　

時
間
45
分)

※

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
早
番
、
遅
番

　

あ
り(

前
後
１
時
間
程
度)

※

右
記
時
間
内
５
時
間
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム

　

勤
務
可
能

○
曜
日

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

※

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
土
曜
出
勤
あ
り

○
賃　

金　

　

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務　

８
０
０
０
円
／
日

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務　

９
５
０
円
／
時
間

※

そ
の
他
、
距
離
に
応
じ
た
通
勤
賃
金
を

　

支
給

●
資
　
格　

保
育
士
免
許

●
必
要
書
類

　

履
歴
書
、
保
育
士
証(

写)

、
健
康
診
断

　

書(

写)

、
写
真
１
枚(

縦
４
㎝×

横
３

　

㎝
程
度)

●
申
込
方
法

　

必
要
書
類
持
参
の
上
、
こ
ど
も
課
へ
直

　

接
申
し
込
み
。

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
保
育
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
６
９

　

０
歳
か
ら
中
学
校
修
了
前
の
お
子
さ
ま

を
養
育
し
て
い
て
、
ま
だ
手
続
き
を
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
こ
ど
も
課
窓
口
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

受
給
資
格
が
な
い
方
以
外
は
、
全
員
手

続
き
が
必
要
で
す
の
で
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
請

求
が
で
き
る
最
終
受
付
日
は
３
月
30
日

（
金
）に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
３
２

●
養
育
里
親
と
は

　

保
護
者
の
い
な
い
児
童
ま
た
は
何
ら
か

　

の
理
由
で
保
護
者
が
養
育
で
き
な
い
児

　

童
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
愛
情

　

を
込
め
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
方
の
こ

　

と
で
す
。

●
養
育
期
間
は

①
児
童
が
社
会
的
自
立
が
可
能
と
な
る
ま
で

②
保
護
者
が
児
童
を
引
き
取
れ
る
よ
う
に

　

な
る
ま
で

　

な
ど
児
童
の
状
況
に
応
じ
て
異
な
り
ま

　

す
。

※

養
育
里
親
に
な
る
に
は
、
原
則
６
日
間

　

の
研
修
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
里
子
と

　

な
っ
た
児
童
の
生
活
費
な
ど
は
児
童
相

　

談
所
が
負
担
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
県
北
児
童
相
談
所

　
　
　

(

３
６)

１
０
５
８

子
ど
も
手
当
の
手
続
き
は
お
済

み
で
す
か
？（
平
成
23
年
10
月
か

ら
平
成
24
年
３
月
ま
で
の
制
度
）

臨
時
保
育
士
の
登
録

社
会
的
養
護
を
担
う
養
育
里

親
に
な
り
ま
せ
ん
か



お知らせ

●
受
講
資
格

　

満
15
歳
以
上
で
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

　

市
内
の
会
社
な
ど
に
勤
務
し
て
い
る
方

●
受
講
内
容

　

下
表
お
よ
び
次
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り

●
学
習
時
間

　

40
時
間
（
東
地
区
公
民
館
の
パ
ソ
コ
ン
関

　

係
・
絵
手
紙
講
座
、
湯
津
上
地
区
公
民
館

　

の
パ
ソ
コ
ン
講
座
お
よ
び
両
郷
公
民
館

　

の
ゴ
ル
フ
教
室
は
20
時
間
）

●
受 

講 

料

　

無
料（
教
材
費
は
自
己
負
担
）

※
★
印
は
新
規
開
設
講
座
で
す
。

●
募
集
期
間　

４
月
９
日（
月
）〜
13
日（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

●
申
込
方
法

　

コ
ー
ス
を
開
催
す
る
地
区
公
民
館
に
あ

　

る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

　

入
の
う
え
、直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

※
電
話
・
F
A
X
な
ど
に
よ
る
申
し
込
み

　

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

各
地
区
公
民
館

　
（
問
い
合
わ
せ
の
み
）

　

中
央
公
民
館
公
民
館
係

　
　
　
（
９
８
）7
０
８
０



お知らせ
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●
期
　
間

　

５
月
19
日
か
ら
平
成
25
年
２
月
９
日
の

　

間
で
土
曜
日
に
20
回
開
催

●
時
　
間　

午
前
９
時
〜
11
時

●
場
　
所　

市
総
合
文
化
会
館
和
室

●
対
象
者

　

市
内
小
学
校
に
通
学
し
て
い
る
児
童
お

　

よ
び
一
般

●
定
　
員　

30
名

●
受
講
料　

無
料

●
講
　
師　

大
田
原
将
棋
愛
好
会
会
員

●
申
込
期
間

　

４
月
９
日
(月
)〜
13
日
(金
)

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

●
申
込
方
法　

保
護
者
が
大
田
原
西
地
区

　

公
民
館
(市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

内
)へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。応

　

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
西
地
区
公
民
館

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
９

　

大
田
原
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
充
実
し
た
余
暇

を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の
と

お
り
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
教
養
講
座
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。　

●
受
付
開
始

　

４
月
15
日
(日
）午
前
９
時
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
と
な
り
ま
す
）

●
受
付
場
所

　

大
田
原
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費　

５
０
０
円

　
（
講
座
に
よ
り
別
途
教
材
費
、
用
具
代

　

な
ど
の
実
費
負
担
が
あ
り
ま
す
）

●
申
込
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

●
申
込
方
法

　

セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
費
を
添
え
て

　

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
ま
た
は
代
理
の
方
に
よ
る
申
し
込

　

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
ヨ
ー
ガ
講
座
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
講
座

　

は
、
当
セ
ン
タ
ー
で
の
受
講
歴
が
３
年

　

以
上
の
方
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　
（
財
）大
田
原
市
管
理
公
社

　
（
大
田
原
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
（
２
２
）６
６
２
１

大
田
原
西
地
区
公
民
館
主
催

将
棋
教
室
開
催

将棋教室

あ
な
た
の
余
暇
活
動
を
応
援
し
ま
す
！

平
成
24
年
度
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
座
受
講
生
募
集

料理教室

初心者パソコン入門

るーぷアート＆
アートクレイシルバー

フラワー
アレンジメント教室

ヨーガ体操

エコクラフト手芸

ゴルフ教室

磯　　孝子

船山　孝延

藤原　　緑

橋本　春美

菊池タマ子

和気百合子

第１土

月

第 2･4 火

第 4金

第 2･4 火

第 1･3 金

  9:30～ 12:00

13:30～ 15:30

19:00～ 21:00

19:00～ 21:00

10:00～ 12:00

13:30～ 15:30

20

20

20

20

20

20

約 7,000 円

約 3,000 円

1 作品
約 2,000 円

１作品
約 2,500 円

なし（マット各自）

約 4,000 円

黒羽・川西
地区公民館
（黒羽庁舎2階）
　（54）0184

両郷地区公民館
（両郷出張所）
　（59）0111

須賀川地区公民館
（須賀川出張所）
　 （57）0111

公民館名 コース名 講師名（敬称略）開催曜日 時　間 定員 年間教材費（概算） 受付場所

黒羽・川西
地区公民館

須  賀  川
地区公民館

両　　郷
地区公民館

９月中旬～（詳細未定）　８月に募集予定

フラワーアレンジメント 18:30 ～ 21:00

デジタルカメラ
（初心者コース）

エアロビクス

クレイクラフト

気功・太極拳

ヨーガ

絵てがみ

火

木

木

金

土

日

19:00 ～ 21:00

19:15 ～ 20:45

19:00 ～ 21:00

18:00 ～ 19:30

10:30 ～ 11:45

13:30 ～ 15:30

30名

50名

30名

30名

22名

30名

40名

10

28

12

28

28

15

17

12月６日

11月22日

12月14日

11月24日

12月９日

５月22日

５月24日

５月24日

５月18日

５月19日

５月13日

12月６日木

橋本　春美

斎藤　史子

斎藤久仁子

高龍　勝弘

上田　時子

新江　初野

増渕  　  章

時　間講　座　名 講師名（敬称略） 曜日 定　員 回数 開講日 最終日
平成25年
２月26日

５月17日
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お知らせ

平
成
23
年
度  

大
田
原
市
立
図

書
館
講
演
会

本
当
の
グ
リ
ム
童
話
を
知
る

〜
グ
リ
ム
童
話
誕
生
二
百
年
を

迎
え
て
〜

成人式での市歌斉唱

〜
小
さ
な
掛
金
・
大
き
な
保
障
〜

平
成
24
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
加
入
の
ご
案
内

●
日
　
時　

３
月
31
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時（
開
場
午
後
１
時
）

●
場
　
所　

市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
内
　
容　

グ
リ
ム
童
話
誕
生
二
百
年
に
あ

　

た
る
記
念
の
年
に
、
グ
リ
ム
童
話
の
本
来

　

の
姿
や
そ
の
奥
深
さ
に
つ
い
て
の
講
演

●
講
　
師　

小
澤
昔
ば
な
し
研
究
所

　

所
長　

小
澤  

俊
夫  

氏

●
対
　
象　

小
学
生
以
上

●
定
　
員　

３
９
０
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
立
大
田
原
図
書
館

　
　
　
（
２
３
）４
５
６
０

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
で
は
、
一
人
一
人
の

個
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
年
齢
の
異
な

る
女
の
子
た
ち
が
一
つ
の
集
団
と
な
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
野
外
活
動
や
地
域
活
動
を
実

践
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
参
加
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
年
齢　

小
学
校
１
年
生
か
ら
高
校

　

３
年
生
ま
で
の
女
子

●
募
集
締
切　

３
月
31
日（
土
）

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

栗
原  
敏
子　
　
（
２
２
）３
６
１
６

　

廣　

  

貞
子　
　
（
２
３
）６
０
０
１

  〈
問
い
合
わ
せ
の
み
〉

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
（
９
８
）７
０
８
０

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
通
常
の
経
路

往
復
中
も
含
め
た
グ
ル
ー
プ
活
動
中
の
傷

害
事
故
お
よ
び
賠
償
責
任
を
負
う
事
故
を

補
償
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
か
ら
掛
金
の
改
定

が
あ
り
ま
す
。補
償
内
容
は
平
成
23
年
度

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
と
同
じ
で
す
。

●
対
象
者　

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
ボ
ラ
ン
テ

　

ィ
ア
、
地
域
活
動
な
ど
を
行
う
５
名
以

　

上
の
グ
ル
ー
プ

●
保
険
期
間　

４
月
１
日
(日
)〜
平
成
25

　

年
３
月
31
日（
日
)

※
４
月
１
日
以
降
に
申
し
込
ん
だ
場
合
は
、

　

掛
金
振
込
日
ま
た
は
加
入
依
頼
書
の
封

　

筒
に
押
印
さ
れ
た
消
印
日
の
い
ず
れ
か

　

遅
い
日
の
翌
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

　

よ
る
加
入
の
場
合
は
、
掛
金
の
払
込
日

　

の
翌
日
か
ら
有
効
に
な
り
ま
す
。終
期

　

は
い
ず
れ
の
場
合
も
平
成
25
年
３
月
31

　

日
で
す
。

※
振
込
手
数
料
と
し
て
、
１
件
あ
た
り
１

　

０
５
円
か
か
り
ま
す
。

●
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

お
よ
び
加
入
依
頼
書
は
次
の
所
に
あ
り

　

ま
す
。

・
県
北
体
育
館

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

・
黒
羽
体
育
館

　
　
　
（
５
４
）２
８
５
８

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
加
入
受
付

　
｢ス
ポ
安
ね
っ
と
｣

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

http://w
w
w
.sportsanzen.org

■
問
い
合
わ
せ

　

(財
)ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
栃
木
県
支
部

　
　
　

０
２
８
(６
２
２
）７
８
７
８
(直
通
）

※
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
(土
・
日
・

　

祝
日
を
除
く
）

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

(２
２
）８
０
１
７

●
対
象
者
・
定
員

　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
男
女
30
名

※
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
開
催
日

・
４
月
19
日
、
26
日

・
５
月
10
日
、
17
日
、
24
日
、
31
日

・
６
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

　
（
全
10
回
）

　

毎
週
木
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
　
所　

千
成
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

●
講
　
師

　

天
野  

克
彦  

先
生
、  

三
浦  

孝
之  

先
生

●
受
講
料　

１
万
７
０
０
０
円

※
ラ
ウ
ン
ド
レ
ッ
ス
ン
料
、保
険
料
を
含
む
。

●
申
込
方
法

・
３
月
26
日（
月
）午
前
９
時
か
ら
県
北
体
育

　

館
研
修
室
で
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

・
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

・
代
理
者
が
申
し
込
む
場
合
、
代
理
者
１

　

名
に
つ
き
１
名
分
の
申
し
込
み
が
可
能

　

で
す
。受
付
に
来
た
申
込
者
が
、
自
分
と

　

他
者
の
分
を
同
時
に
申
し
込
む
こ
と
は

　

で
き
ま
せ
ん
。

・
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま

　

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

小澤  俊夫  氏

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員
募
集

シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
教
室

受
講
生
募
集
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大
田
原
市
ゴ
ル
フ
の
ま
ち
づ
く
り
実
行

委
員
会
主
催
に
よ
る
「
市
民
与
一
ゴ
ル
フ

大
会
｣を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

●
期
　
日

　

５
月
17
日（
木
）　

雨
天
決
行

　

午
前
７
時
30
分
か
ら
ス
タ
ー
ト

●
場
　
所

　

大
田
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

●
使
用
コ
ー
ス

　
や
ま
ゆ
り
・
り
ん
ど
う

●
競
技
方
法

　

18
ホ
ー
ル
ズ
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、

　

新
ペ
リ
ア
方
式
、
オ
ー
ル
６
イ
ン
チ

　

の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
採
用

●
参
加
資
格

　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤
務
し
て
い

　

る
方
で
、男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
競
技
参
加
者
が
無
資
格
と
判
明
し
た
場

　

合
は
失
格
と
し
ま
す
。

●
定
　
員

　

１
６
０
名（
先
着
申
込
順
）

●
参
加
料　

３
０
０
０
円

●
プ
レ
ー
費　

４
３
０
０
円

　
（
セ
ル
フ
プ
レ
ー
で
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
、
諸

　

経
費
、利
用
税
、消
費
税
、昼
食
代
を
含
む
）

●
表
彰
式

　

競
技
終
了
後
に
同
ク
ラ
ブ
レ
ス
ト
ラ
ン

　

で
行
わ
れ
る
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
の
席
上

　

で
表
彰
し
ま
す
。

●
申
込
期
間

　

４
月
９
日（
月
）〜
５
月
２
日（
水
）

  〈
県
北
体
育
館
〉

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
４
月
９
日
は
午
前
10
時
か
ら
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く  

  〈
市
内
各
ゴ
ル
フ
場
〉

　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

　
（
４
月
９
日
は
午
前
10
時
か
ら
）

●
申
込
方
法

　

市
内
各
ゴ
ル
フ
場
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
振

　

興
課
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要

　

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
参
加
料
３
０
０

　

０
円
の
う
ち
、
受
付
金
と
し
て
２
０
０

　

０
円（
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
、
返
金
は
い

　

た
し
ま
せ
ん
。）
を
添
え
て
市
内
各
ゴ
ル

　

フ
場
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、
残
り
１
０
０

　

０
円
に
つ
い
て
は
、
プ
レ
ー
費
と
併
せ

　

て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ

　

で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。定
員
に
な
り

　

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
次
回
大
会

　

第
36
回
大
会
は
、
10
月
に
開
催
す
る
予

　

定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

　

大
田
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　
　

大
田
原
市
八
塩
５
１
７

　
　
　
（
５
４
）２
１
２
１

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ

　国民年金の保険料は毎年度改定されますが、平
成24年度は前年度より40円引き下げられた月額１
万４９８０円となります。毎月の保険料は、日本
年金機構から毎年４月の上旬に送られてくる１年
分の「納付書」によって翌月の末日までに納めま
す。
　納付の窓口は、金融機関(ゆうちょ銀行を含む)
またはコンビニエンスストアとなっています。ま
た、ほとんどの金融機関で口座振替もできます。
(年金事務所でも口座振替のお申し込みができま
す)

　保険料は、１年または６カ月など、定められた
月数分について、前納すると割引になります。
　例えば、平成24年度の１年分の保険料は総額１
７万９７６０円ですが、１年分を現金で前納する
と３１９０円の割引になります。１年分を口座振
替で前納すると３７７０円の割引になります。

　また、平成24年度の６カ月分の保険料は総額８
万９８８０円ですが、６カ月分を現金で前納する
と７３０円の割引に、６カ月分を口座振替で前納
すると１０２０円の割引になります。
　一方、月々の保険料を「口座振替の早割」で１カ
月早めて納付すると、月額50円の割引になりま
す。

　

　　　

平成 24 年度の国民年金保険料は
月額１万４９８０円
平成 24 年度の国民年金保険料は
月額１万４９８０円

前納割引制度前納割引制度

■問い合わせ　
　大田原年金事務所
　　　（２２）６３１３
　市国保年金課国民年金係
　　　（２３）８９２８

■その他の問い合わせ　
　一般の年金相談　ねんきんダイヤル
　　　　０５７０－０５－１１６５
　ねんきん特別便専用ダイヤル
　　　　０５７０－０５－１１６５
　ＩＰ電話・ＰＨＳからは
　　　　０３－６７００－１１４４

第
35
回
市
民
与
一
ゴ
ル
フ
大
会
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●
受
験
資
格　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
昭
和
57
年
４
月
２
日
〜
平
成
３
年
４
月

　

１
日
生
ま
れ
の
方

②
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

　

方
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平

　

成
25
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

　

見
込
み
の
方
、
ま
た
は
人
事
院
が
同
等

　

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

●
試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

●
申
込
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み（
原
則
）

　

４
月
２
日（
月
）〜
12
日（
木
）

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が
で
き
な

　

い
場
合
は
郵
送
ま
た
は
持
参

　

４
月
２
日（
月
）・
３
日
(火
）

※
郵
送
の
場
合
は
４
月
３
日
(火
)ま
で
の

　

消
印
有
効

●
申
込
方
法　

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

　
　
　

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

　
　
　

juken.htm
l

○
郵
送
ま
た
は
持
参　

希
望
す
る
第
１
次

　

試
験
地
に
対
応
す
る
国
税
局
ま
た
は
国

　

税
事
務
所
に
申
込
書
を
提
出

●
試
験
日

  〈
第
１
次
試
験
〉　

６
月
10
日
(日
)

  

〈第
２
次
試
験
〉　

７
月
17
日
(火
)〜
24
日

　

(火
)の
い
ず
れ
か
１
日
(第
１
次
試
験

　

合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時
)

●
試
験
場
所

  〈
第
１
次
試
験
〉　

高
崎
市
、さ
い
た
ま
市
、

　

新
潟
市
、松
本
市 

ほ
か

  〈
第
２
次
試
験
〉　

さ
い
た
ま
市 

ほ
か

●
合
格
者
発
表
日

  〈
第
１
次
試
験
〉　

７
月
３
日（
火
）

  〈
最
終
合
格
者
〉　

８
月
22
日（
水
）

●
採
用
予
定
者
数　

全
国
で
約
８
０
０
名

※
変
動
す
る
場
合
あ
り

■
問
い
合
わ
せ

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
に
関
す
る

　

問
い
合
わ
せ

　

人
事
院
人
材
局
試
験
課

　
　
　

０
３（
３
５
８
１
）５
３
１
１

　
　
　

内
線　

２
３
３
１

○
右
記
以
外
の
問
い
合
わ
せ

　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

　
　
　

０
４
８（
６
０
０
）３
１
１
１

　
　
　

内
線　

２
０
９
５
・
２
０
９
７

　

森
林
法
の
改
正
(昨
年
４
月
)に
よ
り
、

今
年
４
月
以
降
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者

と
な
っ
た
方
は
、
市
長
へ
の
事
後
届
け
出

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
届
出
対
象
者

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続
な

　

ど
に
よ
り
、
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得

　

し
た
方
(面
積
に
関
わ
ら
ず
届
出
が
必
要
)

※
た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土

　

地
売
買
契
約
の
届
出
を
提
出
し
て
い
る
方

　

は
対
象
外
。

●
届
出
期
間
お
よ
び
提
出
先

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日

　

以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市（
町

　

村
）長
に
届
出
を
提
出
。

●
届
出
事
項

①
森
林
の
土
地
所
有
者
届
出
書
（
農
林
整

　

備
課
備
え
付
け
）

②
登
記
事
項
証
明
書
、
土
地
売
買
契
約
書

　

な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
わ
か
る

　

書
類
の
写
し

③
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面

■
問
い
合
わ
せ

　

市
農
林
整
備
課
林
業
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
１
２
６

　

県
北
環
境
森
林
事
務
所
林
業
経
営
課

　
　
　
（
２
３
）６
３
６
５

　

森
林
は
、
雨
を
貯
え
る
水
源
と
し
て
の

役
割
や
土
砂
崩
れ
を
防
止
す
る
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
こ
の
よ
う
な
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
森
林
を「
保
安
林
」に
指
定
し
、

そ
の
機
能
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
森
林
の

管
理
方
法
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

保
安
林
に
お
い
て
、立
木
の
伐
採
や
土
地

の
形
質
変
更
な
ど
を
行
う
場
合
は
、事
前
に

届
出
や
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

  《
伐
採
・
土
地
の
形
質
変
更
の
手
続
き
》

　

市
農
林
整
備
課
林
業
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
１
２
６

  《
指
定
の
手
続
き
》

　

県
北
環
境
森
林
事
務
所

　
　
　
（
２
８
）９
０
７
１

●
１
区
画
の
面
積　

 

約
50
㎡
(15
坪
程
度
）

●
入
園
料　

 

１
区
画　

年
間 

３
０
０
０
円

●
利
用
期
間　

４
月
下
旬
〜
平
成
25
年
２
月
末

●
募
集
区
画
数
　
若
干
数
(申
し
込
み
多

　

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

●
開
設
場
所

●
申
込
方
法
　
農
政
課
ま
で
直
接
ま
た
は

　

電
話
で
申
し
込
み
。

●
申
込
受
付
期
間
　
４
月
５
日
(木
)〜
13

　

日
(金
）、
土
・
日
曜
日
を
除
く
、
午
前
８

　

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
４
月
５
日（
木
）の
み
午
前
９
時
受
付
開
始

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

農
政
課
農
産
園
芸
係

　
　
　
（
２
３
）８
２
９
２

国
税
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
税
専
門
官
採
用
試
験

市
民
農
園
利
用
者
募
集

森
林
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図書館図書館

★黒羽図書館

●日　時　４月１日(日)、４月８日(日)
　　　　　４月15日(日)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ピノキオおはなし会のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい･工作 など

ピノキオおはなし会

●日　時　４月14日(土)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク･紙芝居･工作 など

子どものつどい

人形劇団くぐつ
「人形芝居  したきりすずめ」

14,942人(575人)

3,572人(137人)

6,845人(263人)

1,487人(  57人) 6,012冊

5,951点

1,495点

62点

入 館 者(1日平均)
個人貸出利用者数
(1日平均)

29,393冊
本 CD･ビデオ
貸 出 点 数種 別

施設区分

大田原

黒　羽

1,116人(  43人) 131人(    5人) 349冊湯津上

２
月
の
統
計

★大田原図書館
★湯津上庁舎図書室

４月の図書館カレンダー４月の図書館カレンダー

開館  平　日  9:30～18:30
時間  土日祝  9:30～17:30(23)4560 (59)0855

開館  平　日  9:30～18:30
時間  土日祝  9:30～17:30

休館日休館日

開館  平　日  9:00～17:00
時間  土日祝  9:00～17:00(98)7037

●日　時　４月８日(日)
　　　　　午前11時～11時45分
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●出　演　おはなし会コアラのみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい など

●日　時　３月24日(土)
　　　　　午後２時～３時
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●出　演　人形劇団くぐつ
●対　象　幼児、児童、一般
●問い合わせ　黒羽図書館

●期　間　３月27日(火)～５月６日(日)
●会　場　黒羽図書館
●展示内容　『子どもと家庭のメルヒェン集』
　初版本(手書き入り)、　グリム童話の故郷
　(パネルにて展示)、『エーミールの伝記と
　作品集』、手紙(父フィリップの死後、ヤー
　コプがヘンリエッテ伯母さんに宛てたもの)
　など数十点

コアラおはなし会

｢グリム童話の世界｣展

水
４
11
18
25

木
５
12
19
26

土
７
14
21
28

月
２
９
16
23
30

金
６
13
20
27

日
１
８
15
22
29

火
３
10
17
24

水
４
11
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木
５
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土
７
14
21
28

月
２
９
16
23
30

金
６
13
20
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日
１
８
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29

火
３
10
17
24

＊図書館のホームページ上で、蔵書の予約ができます。
　パスワードなどの登録は図書館カウンターに申請してください。
http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

《お知らせ》４月１日から大田原図書館の
　閉館時間が替わります。

○４月１日から９月 30 日まで
　午前９時 30分～午後７時 30分
○10 月１日から３月 31 日まで
　午前９時 30分～午後６時 30分

　１月31日、図書館への寄付として、大
田原信用金庫の村田稔（みのる）理事長か
ら津久井市長に寄付金50万円の目録が手
渡されました。
　同社からの寄付は、平成19年度から今
年度にかけて４回行われており、総額450
万円の寄付をいただいております。
　寄付金は、児童図書の購入に有効活用さ
せていただきま
す。ありがとう
ございました。

《寄付金受入れのご報告》

左  村田理事長
右  津久井市長
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原
文
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与
一
・
余
一
之
事
、
古
本
平
家
物
語
皆
々

相
考
候
処
、
長
門
本
平
家
物
語
・
南
都
本

平
家
物
語
等
、
古
筆
ニ
て
余
一
と
御
座
候

へ
共
、
其
外
之
古
本
共
ニ
与
一
と
有
之

候
、真
田
・
浅
利
・
那
須
と
も
ニ
、平
家
・

東
鑑
・
系
図
、
余
一
と
も
与
一
と
も
両
様

入
雑
り
申
候
、
通
用
と
相
見
へ
申
候
、
一

ヲ
市
ニ
用
申
候
事
ハ
見
ヘ
不
申
候
、
十
一

子
故
余
一
と
用
申
候
儀
不
分
明
候
、
浅
利

余
一
ヲ
十
一
子
と
世
間
ニ
申
候
ヘ
共
、
大

系
図
相
考
見
申
候
ヘ
共
、
第
十
子
ニ
て
御

座
候
、
是
又
例
ニ
難
罷
成
候
、
十
子
之
外

ヲ
余
之
字
用
申
候
事
ハ
、
林
学
士
之
日
本

百
将
伝
抄
余
五
将
軍
平
惟
茂
之
伝
ニ
一

説
ヲ
引
候
て
有
之
候
、
此
一
説
誤
伝
ニ
候

哉
、
何
ソ
系
図
等
ニ
も
出
申
候
哉
、
不
存

候
、已
上
、

　
　
七
月
六
日

　

今
回
は
那
須
与
一
伝
承
館
が
収
蔵
す

る
資
料
の
中
か
ら
、
与
一
・
余
一
表
記

に
関
す
る
覚
書
を
紹
介
し
ま
す
。

　

本
品
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
那
須
家
の

当
主
（
資
興
）
が
「
那
須
与
一
」
の
表
記
に

つ
い
て
、「
与
一
」と「
余
一
」の
ど
ち
ら
が

正
し
い
か
考
察
し
た
覚
書
で
す
。

　
『
平
家
物
語
』の
諸
本
や『
吾
妻
鏡
』（
東

鑑
）の
記
述
、
さ
ら
に
は
浅
利
与
一（
甲
斐

源
氏
の
一
族
）
や
真
田
与
一（
相
模
国
の
武

士
）
の
例
ま
で
引
い
て
考
察
し
て
い
ま
す

が
、
明
確
な
結
論
は
出
せ
な
か
っ
た
も
の

と
み
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
資
料
は
那
須
与
一
伝
承
館

に
お
い
て
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館　
（
２
０
）０
２
２
０

　この作品は、ふれあいの丘のシャトー･エスポ
ワールの南側から東方にある大工房へと続く小道
の付近にある彫刻です。
　一見すると、人間の上半身をかなり簡略化して

板状にしたよ
うなものが直
立していま
す。その元に
は四角い台
座があって、
そこにもまる
でその影で
あるかのよう
に、同じ形を
したものが浮
き彫りにされ
ています。

　作者は、「時空」に強い関心を
寄せていました。それはずっと
昔から一本の線で結ばれてい
るが、抽象的な存在。たとえば
影は、延びたり短くなったりし
て、時空を具体的に感じるもの
にしているといいます。そうした感覚を持った作者
は、この作品は那須野が原（ふれあいの丘）におけ
る「私の存在の証」であると説明しています。
　作者は、1947年トルコ共和国生まれのレムジ　
サヴァス氏。地元の教育大学を卒業し、後にパリに
５年間留学。1985年にはトルコにある国立ハジェ

テペ大学の彫刻科の講
師に、後に教授となりま
したが、2006年に退職。
首都アンカラにおける
彫刻展のほか、フラン
ス・ハンガリー・イラク
などの国際展覧会にも
参加。近年では金属を
用いた作品が数多く見
られます。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

29

■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８

設置場所案内図（★印）

★

シャトー
エスポワール
シャトー・
エスポワール

芝生広場 芝生
広場

ふれあいの丘

駐
車
場

多目的広場

レムジ  サヴァス トルコ共和国 2001年
Nasunogahara’da bir Zaman（那須野が原のひと時）

　ナスノガハラ　ダ　ビル　ザマン
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ハーモニーホール

●関定子ソプラノ・リサイタル～那須路の夏に歌う～●関定子ソプラノ・リサイタル～那須路の夏に歌う～
日時・会場 ７月15日(日)

Ｓ席 3,000円(友の会 2,700円)
Ａ席 2,000円(友の会 1,800円)
Ｓ席学生 1,500円(大学生以下)
Ａ席学生 1,000円

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

午後３時開演／大ホール

●葉加瀬太郎クラシックシアターⅡ●葉加瀬太郎クラシックシアターⅡ

日時・会場

４月９日(月)

※入場は就学児以上とさせていただきます。

チ ケ ッ ト 全 席 指 定
Ｓ席  6,800円(友の会  6,200円)
Ａ席  6,300円(友の会  5,700円)

午後６時30分開演
大ホール

葉加瀬太郎葉加瀬太郎

♪葉加瀬太郎が提案する新たなるスタイルのコンサート。
　弦楽器が奏でる優雅な生の響きをご堪能ください。

●高嶋ちさ子＆12人のヴァイオリニスト
　～女神たちの響宴～
●高嶋ちさ子＆12人のヴァイオリニスト
　～女神たちの響宴～

日時・会場

４月８日(日)

※入場は就学児以上

午後２時開演／大ホール

Ｓ席 3,800円 (友の会 3,500円)
Ａ席 2,800円 (友の会 2,600円)

【演奏予定曲目】 
♪愛の三部作（愛の挨拶～愛の悲しみ～愛の喜び）
♪サラサーテ：ツィゴイネルワイゼン
♪リスト：ラ・カンパネラ
♪パッヘルベル：カノン ほか

高嶋ちさ子

チ ケ ッ ト 全 席 指 定

●東京都交響楽団名手による管弦四重奏
　｢カルテット・ローエ｣～ウィーン古典派を代表
　するハイドンとシューベルトの挑戦～

●東京都交響楽団名手による管弦四重奏
　｢カルテット・ローエ｣～ウィーン古典派を代表
　するハイドンとシューベルトの挑戦～

日時・会場 ７月７日(土)

2,000円(友の会 1,800円)
学生 1,000円（大学生以下）

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

午後４時開演／小ホール

【演奏予定曲目】
♪ハイドン：弦楽四重奏曲第38番Op.33-2「冗談」
♪シューベルト：弦楽四重奏曲第14番「死と乙女」

※入場は就学児以上とさせていただきます。

日時・会場 ７月22日(日)

大人 1,000円(友の会 900円)
学生    500円(大学生以下)

チ ケ ッ ト
全 席 自 由

午後２時開演／交流ホール

●クラシックサマーシリーズ⑫
　小山実稚恵ピアノ・リサイタルVol.2～ピアノの旅～
●クラシックサマーシリーズ⑫
　小山実稚恵ピアノ・リサイタルVol.2～ピアノの旅～

日時・会場 ９月15日(土)

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

午後６時30分開演／大ホール
3,300円(友の会 3,000円)
学生 1,500円（大学生以下）

※入場は就学児以上とさせていただきます。

※入場は就学児以上とさせていただきます。

※入場は就学児以上とさせていただきます。
【共演】 藤田和恵（ソプラノ）ほか

まもなく公演!まもなく公演!

友の会優先電話予約  　　４月12日(木) 午前９時～
※電話予約のみ受け付けます｡窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　　　  ４月14日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ４月16日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

　来年１月に開催する｢第８回ハーモニーホール展｣
に新たに出品を希望する方を募集します。
●開　催　日　平成25年１月19日(土)～27日(日)
●会　　場　那須野が原ハーモニーホール
　　　　　　第１・２ギャラリー
●募集部門　日本画、洋画、版画、書、彫刻、工芸
　　　　　　の６部門
●対　象　者　高校生以上で栃木県在住の方
●出品点数　１人１点
●出　品　料　 1,000円
●出品作品　2010年以降に制作したもので、栃木
　　　　　　県内で未発表のもの
●申込期間　４月２日(月)～８月31日(金)
●申込書類　新規出品申込書
　　　　　　作品詳細(３作品分)
　　　　　　作品写真(１作品につき１枚)
●注意事項　展示作品の審査を行います。
　　　　　　作品によっては展示されない場合もあ
　　　　　　りますのでご了承ください。
※詳しくはホールまでお問い合わせください。
　

ハーモニーホール展新規出品者募集ハーモニーホール展新規出品者募集

友の会優先電話予約  　　４月５日(木) 午前９時～
※電話予約のみ受け付けます｡窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　　　  ４月７日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ４月９日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

●ふるさとの音楽家シリーズVol.1
　｢那須野が原夏のコンサート」
　～ヴァイオリン・チェロ・ハープによる名曲の調べ～

●ふるさとの音楽家シリーズVol.1
　｢那須野が原夏のコンサート」
　～ヴァイオリン・チェロ・ハープによる名曲の調べ～



１月28・29日 布ぞうり製作体験
（道の駅那須与一の郷 研修室）

市民からの根強い人気により、５年目を迎
える布ぞうり教室が開催されました。参加
した皆さんは、優しく丁寧な先生の指導の
もと、仲間とのおしゃべりを楽しみながら、
古着、古布などを有効活用した履き心地爽
快な布ぞうりの製作に一生懸命打ち込んで
いました。

２月12日～19日 第10回佐久山地区風物詩写真展
（ふれあいの丘 体育館）

佐久山地区活性化協議会(永井全会長)・市
ふれあい学習振興財団の主催により、佐久
山の風景などを題材とした写真展が開催さ
れました。会場には、御殿山で行われた紅
葉まつりや琵琶池で羽を休める白鳥など、
市内外から応募があった作品が多数展示さ
れ、来場者の目を楽しませていました。

２月11日 第24回大田原文化協会
ステージ部門発表会
（市総合文化会館ホール）

大田原市文化協会に所属する51組の団体が参
加。民謡や日本舞踊、合唱など、日ごろの活
動の成果を存分に発揮した見事な発表を披露
しました。共に文化の素晴らしさに触れた観
客からは惜しみない拍手が送られ、ステージ
は大変盛り上がりました。

２月２日 野崎中学校立志式
（野崎中学校）

古来の成人式にあたる元服を迎える14歳に
志を立て、大人への第一歩を踏み出す｢立志
式｣が２年生56名を対象に行われました。
お祝いに大田原ふるさと大使を務めるえり
のあさんが来校し、元気いっぱいの歌声を
プレゼント。最後は生徒の皆さんと一緒に
歌って、踊るなど思い出に残る楽しいステ
ージを披露しました。

『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は秘書課広報広聴係
　   （２３）８７００までご連絡ください。

１月29日 おおたわらグルメフェスタ2012
（道の駅那須与一の郷）

｢大田原にはこんなに美味しいお店がたくさんあ
る｣その思いを伝えようと市が開催。市内から集
まった10店が自慢の味をＰＲしました。
また、農産物安全・安心キャンペーンを同時開催。
牛肉や牛乳などの無料配布を実施して、農産物の
安全・安心もＰＲしました。当日は約６０００人
が来場し、市内のおいしいグルメに舌鼓を打って
いました。
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